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NEC Express 5800シ U ■ズ 
Express 5800 /120Rg-l ， i!20Rg-l 


ソフトウェア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウェアについて説明します。 

添付の CD - ROM について （21 4ページ） 

本体に添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-R 〇 M に収められているソフトウェア 
について紹介します。 

EXPRESSBUILDER (2 15ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 

ExpressPicnic (226 ページ） 

シームレスセットアップ用パラメータディスク（セットアップパラメータ FD) 
を作成するツール 「ExpressPicnic」 について説明します。 

本体用バンドルソフトウェア （235 ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウェアについて説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウェア （243 ページ） 

本体を監視 • 管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 



ONL-4152dN- 1 20Rg1/i120Rg1 -000-03-0704 
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添付の CD - ROM について 

添付の EXPRESSBUILDER ® CD - R 〇 M には、本装置を容易にセットアップするためのユー 
ティリティや各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用す 
ることにより、本装置の機能をより多く引き出すことができます。 


""〇 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定が《完了した後でも、 0 S 
Bto の再インス|-ールや BIOS のアップデートなどで使用する機会があります。な 
くさないように大切に保存しておいてください。 




オプシヨンのディスクアレイコントローラを利用してディスクアレイの設定 
をする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載されています。これら 
のユーティリティの操作方法については、ボードに添付の説明書を参照してく 
ださい。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウ i アを自動検出し 
て処理を進めるセットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESSBUILDER から〇 S をインス 
卜ールする際には、インストール対象のハードディスクドライブ（またはディスクアレイの 
論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


EXPRESSBUILDER 

Now Loading... 


起動メニューについて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュー 
や項目が異なります。 

• 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM から起動する 


EXPRESSBUILDER を本体の DVD - ROM ドライブにセットして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動する方法です。この方法でシステムを起動す 
ると下に示す 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレスセットアッブ」は、 RAID の設定から、 
0 S . 名種ユーティリティのインストールまでを 
切 h 目なく （シームレスで）セットアップできる 
方去です。 


誠で使用す る場合 や 0 S 去萬インストール 


I 尤態と異なるバーテイ 


ハードラ 

シヨン_ 

する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
ください。煩雑な:セットアップをこの機能! b 代 
わって行います。 
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謂"〇 • 本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800シリーズで起動し 
ないでください。故障の原因となります。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあらかじめインス 
卜ールされている 0S を消去します。 0S もインストールし直す必要があ 
ります。 

• リモート KVM コンソールで EXPRESSBUILDER を操作する場合、マ 
ウスは使用できません。キーポードを使用してください。 


EXPRESSBUILDER トップメニューにつし、てはこの後の 「 EXPRESSBUILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 


• コンソールレスで 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM から起動する 


ファイル名 「 CSL _ LESS . CFG 」 の「設定情報ファイル」を格納したフロッピーディス 
クをフ□ッビーディスクドライブに挿入した状態で EXPRESSBUILDER から起動する 
と、 LAN か COM (シリアル）ポートで接続している管理用コンピュータ ( PC ) の画面 
には、「トップメニュー」が表示されます。管理 PC からこのメニューにある項目を使つ 
て本装置を遠隔操作をします。 



矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

【セットアッブ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動的にセットアッブに必要な 
ツールを起動し、バラメータを設定していきます。ただし、セットアップが 
自動的に判断できないバラメータは、オペレータに入力が要求されます。 


本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800シリーズで起動しない 
でください。故障の原因となります。 

トップメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参照してください。 
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• Windows が起動した後に EXPRESSBUILDER をセットする 

Windows(Windows 95以降、または Windows NT 4.0 以降)が起動した後、 CD / DVD - 
ROM ドライブに EXPRESSBUILDER をセットするとメニューが表示されます。表示さ 
れたメニューダイアログボックスは「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスタ ーコントロー ル メニュー についてはこの後の「マスタ ーコントロー ル メニュー J 
を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER トツ 



EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアおよび OS (オペレーティングシステム） 
のセットアップとインストールをするときに使用します。 

«"〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM から起動しない場合があります。 

MMid EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動して 「 Boot 」 メニューで DVD - ROM ドライブの起動順位を一番に 
設定してください 。 「Boot (190 ページ)」を参照してください。 


起動方法 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を 0 N にする。 

2. 本体の DVD - ROM ドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセツトする。 

3. CD-ROM をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + く Alt 〉 + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を 0 FF /0 N して本体を再起動する。 

CD-R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

EXPRESSBUILDER が起動すると、以下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現れ 
ます。 


m 


シームレスセツトアップ 


RAID の構成がら〇 S のインストールまでを、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。〇 S の再インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 




シール 


EXPRESSBUILDER に収められている「システム診断」な 
どの各種ユーティリティを個別に起動します。 


EXPRESSBUILDER 


ム レスで y セツトアツブできる 


ハードディスクを購ス I 初扰態と異なるノトティ 
シヨン if 誠で使用する場合や os を再インストール 
する場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なセットアッブをこの機能が代 
わって行います。 




ヘルプ 


ml 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明します。セットアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 れます。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定から〇 s 
(Windows Server 200 3) 、各種ユーティリティのインストールまでを添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - R 〇 M を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる Express 5800シリーズ独自の 
セットアップ方法です。 

購入時の状態と異なるハードディスクのパーティシヨン設定で使用する場合や OS を再インス 
トールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能が 
代わって行います。 

「シームレスセツトアップ」を選択すると、〇 S のインス!-ールを開始します。 


セットアップを開始したら、完了するまで本体の電源を OFF にしないでくださ 
しヽ。また、セットアップパラメータ FD を使用してインストールする場合は、指 
示があるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニュー 

ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーティリティを個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設 
定できない設定や、より詳細に設定したい場合などに使用してください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


ツールメニュー 



オフライン保守ユーテイリテイ 
システム診断 


サボートディスクの作成 
保守用ノ（ーティシヨンの設定 
各種 BIOS / FW のアップデート 
システム マネージ メント機能 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


ディスクアレイ； T - ド：なし 
サ-〇ネ-シ”メン MT - ド：なし 
システム]ンフイグレ-シヨ：/:なし 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存 
(セーブ)、または、フロッピーディスクから復元(リストア)することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコントローラのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフロッピーディスクを用意してください 。 RAID 
の設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報を 
セーブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フロッピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□—ラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフロッピーディスクを 
用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーション情報をリストアしてください。 
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w-O この機能をサボートしていないディスクアレイコント□ーラもあります。その 
場合、このメニューは表示されません。 


^ この機能は保守用です。保守以外の目的で操作しないでください。誤った操作 
を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は285ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プログラムが起 
動します。252ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サボートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER 内のユーティリティをフロッピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサボートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールするときに必要となるサポー 
トディスクを作成します。 


- Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインストールするときに必要となるサボートディスクを 
作成します（「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありませ 

ん）〇 


ROM-DOS 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 
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- オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

- システム マネージ メント機能 

BMC (Baseboard Management Controller) による通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設定を行うプログラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 


• 保守用ノ V° —ティシヨンの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「FDISK 
の起動」以外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、1〇 
ページを参照してください。 


w-O 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
り、電源を OFF にしたりしないでください。 


- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵ハードディスク上に領域を確保し、続けて各種ユーティリティの 
インストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、 
各種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD-R 〇 M から保守用パーティションへインストールします。 
インス!-ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティをハード 
ディスクから起動した場合に使用することができます。 

- 各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□ッ 
ピーディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ 
□ッピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ以外では、本項 
目は使用しないでください。 

- FDISK の起動 

R 〇 M-DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除 
などができます。 
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• 各種 BIOS / FW のアツプデート 

8番街で配布される「各種 BIOS/FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BIOS/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS/FW の 
アップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8 番街』： http://nec8.com/ 

各種 BIOS/FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS/FW のアップデート 
モジュール」に含まれる 「README.TXT」 に記載されています。記載内容を確認した 
上で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「README.TXT」 は Windows のメモ帳などで読むことができます。 


W-O BIOS / FW のアツプデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなく 
なります。 


• システムマネージメント機能 

EXPRESSSC 〇 PE エンジンによる通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使用 
するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER の各種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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ンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC) から遠隔操作することができる「コンソール 
レス」機能を持っています。 


W-O 本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800シリーズに使用しない 
でください。故障の原因となります。 


起動方法 

次の2通りの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 (COM B) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「DianaScope」 オンラインドキュメントを参照してください。 


_"〇 • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
Bto いでください。 DVD-ROM ドライブが最初に起動するようになっていな 

いと使用できません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した「設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ずフロッピーディスクドライブに挿入しておく必 
要があります。「設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマ 
ネージメント機能や、 DianaScope Configuration で作成することが 
できます。「設定情報ファイル」はフロッピーディスクのルートディレ 
クトリに必ず以下のファイル名で作成してください。 

<設定情報ファイル名>: CSL — LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場合 
があります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 

• LAN Controller: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

• Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: [2F8] 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 










224 EXPRESSBUILDER 


トップメニュー 

管理 PC の画面上に表示されるトップメニューは次のとおりです。 



各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動する 


EXPRESSBUILDER の各種機 
能に関する説明を表示する 


EXPRESSBUILDER を終了する 


セットアップ 

本体のハードウェア構成をチェックして、ディスクアレイコンフィグレーションおよび保守 
用パーティシヨンの設定を自動的に行います。 



ツールメニュー 

トップメニューでツールを選択すると以下のメニューが表示されます。ツールメニューにあ 
る項目は、 「EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の項目の中からコン 
ソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能については、前述の 
「EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 


レメニュ - 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表爪する 



Ira I D 情報のセーブ/リストア 


オフライン保守ユーティリティ 
システム診断 
^ボートディスクの作成 
陣守用ノ《ーティシヨンの設定 
各種巳 I OS / FW のアップデート 
システム マネージ メント機能 
ヘルブ 

トッブメニューに戻る 


トップメニューに戻る 


「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」にある機能と 
Bto 比較すると「システム診断」の内容や操作方法（詳しくは、252ページを参照 
してください）が異なります。 
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マスタ _ コントロールメニ 


Windows(Windows 95以降、または Windows NT 4.0以降)が動作しているコンピュータ上で 
添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-R 〇 M をセットすると、「マスターコント□—ルメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇オンラインドキユメント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


-I - 0 ソ 7 トウエアの 

I V セットアップ 


〇終7 


Copyright NEC Cocporahon 


NEC 



システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD-R 〇 M 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してくださし、。 

• 32ビット版 Windows の場合 

< CD-R 〇 M のドライブレター >:¥ MC ¥1 ST.EXE 

• Windows x 64 Editions の場合 

< CD-R 〇 M のドライブレター >:¥ MC ¥1 ST _ X 64 .EXE 


マスター コント□—ルメニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウェアの 
インストールやオンラインドキュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システムズ社のインター 
ネッ トサイトより Adobe Reader をインストールしてください。 


マスターコントロールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム • 権限で実行してください。 


_"〇 CD - ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよ 
びメニューから起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD」 を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをすると、いくつかの確認のためのキー入力を除き〇 S のインストールから各種ユー 
ティリティのインストールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのと 
きに前回と同じ設定でインストールすることができます。「セットアップパラメータ FD」 を作 
成して、 EXPRESSBUILDER からセットアップすることをお勧めします。フロッピーディスク 
をご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意ください。 


W ™0 Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions 用の「セットアップパラ 
Bto メータ FD 」 は作成できません。 



「セットアップパラメータ FD」 がなくても Windows Server 2003をインストール 
することはできます。また、「セットアップパラメータ FD」 は、 EXPRESSBUILDER 
を使ったセットアップの途中で修正 • 作成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作成 


〇 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD」 を作成します。以下の手順に従ってください。 



ExpressPicnic は PC98-NX シリ—ズ • PC- 9800シリーズ. PC-AT 互換機で動作 
します。 


1 . 0S を起動する。 

2. 添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を CD/DVD-ROM ドライブにセットす 
る 0 

マスターコント□ールメニューが表示されます。 
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3. 画面上で右クリックするか、[ソフトウェアのセツトアップ]を左クリックする。 



4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

ExpressPicnic ウインドウが表示されます。 

5. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが表示されます。 



6. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、セットアップ情報を設定するダイアログボッ 
クスが順に表示されます。 
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7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る 0 

セツトアップ情報の設定が完了すると、[ファイル指定]ダイアログボックスが表示 
されます。 



^ [キャンセル]をクリックすると設定した内容が消えてしまいます。 



使用者名と会社名を日本語で設定する場合は、 ExpressPicnic で設定してくださ 
し、。シー厶レスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シー厶レスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 




































ソフトウェア編 229 


9.1.44 MB でフォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライ 
ブにセツトし、 [0 K ] をクリックする。 


「セットアップパラメータ FD」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD」 は Windows 
Server 2003をインストールするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管してください。 



各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウインドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。詳しくはヘルプを参照してください。 



ンのインス I ル 


「EXPRESSBUILDER」CD-R 〇 M でサポートしていないアプリケーションを追加でインストー 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD」 を作成してください。 


追加でインストールするアプリケーションは、シームレスセットアップに対応 
している必要があります。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （226 ページ参照)〇 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが表示されます。 
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3. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイアログボッ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る 0 

[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

5. [アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス! 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力する。 


1.44 MB でフォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライ 
ブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 
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大容量記憶装置ドライバのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインスI-一 
ルする場合は、以下の手順に従って「セットアップパラメータ FD」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （226 ページ参照)〇 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイアログボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイアログボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイアログボッ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る 0 


[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

g エック| 































2 〇 £^ ExpressPicnic 


5. [アプリケーションの設定]が表示されたら、[大容量記憶装置用 OEM + D の適用] 
にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 MB でフォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライ 
ブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 
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大量インス I ^ール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラメー 
夕のみ修正して、複数のセツトアップ情報ファイルを作成します。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （226 ページ参照)〇 

2. [オプション]メニューの[大量インス!-ールのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 
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5. ベースとなるセツトアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 



6. [0 K ] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [ FD 作成]をクリックする。 

選択したファイル名のセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウェア 

本体にバンドルされているソフトウェアの紹介およびインスI-ールの方法について簡単に説 
明します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent ( Windows 版) 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上の注意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インストール前の準備 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）を動作させるためには対象〇 S の TCP/IP と TCP/IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP/IP を使用してください。 TCP/IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する「ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「public」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO/ 
36「\^「1\/|3旧96「側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
更した場合は、 ESMPR 〇 /Se「ve「ManageK_ で新しく設定したコミュニティ名と同じ名 
前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインストールは添付の 「EXPRESSBUILDER」CD- 
ROM を使用します。 本装置の〇 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフト 
ウェアのセットアップ]- [ ESMPRO] - [ESMPRO/ServerAgent] の順にクリックして 
ください。以降はダイアログボックス中のメッセージに従ってインストールしてください。 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


〇.オンラインドキユ，ント 




_*〇 アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてく 
ださい。 


ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプローラのネットワークコンピュー 
夕からは起動しないでください。 



アップ デート インス トー ルについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセ_ 
ジが表示されます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 
メツセージに従って処理してください。 
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インストール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインストー 
ルされていることを確認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）の監視サービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインスIルし直してください。 
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MegaRAID Storage Manager™ ( サーバ ) 


MegaRAID Storage Manager™ (以下 MSM と略記します)は、 LSI Embedded MegaRAID™, 
N8103-90/91/99 ディスクアレイコント□—ラ、 LSI MegaRAID™ SAS PCI EXPRESS 1M 
ROMB の監視•管理を行うアプリケーションです。 MSM を使用することで、システム運用中 
のアレイの保守やイベント監視による通報を行ラことができます。 

MSM のインストールおよび操作方法については、添付の EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M 内の才 
ンラインドキュメント 「MegaRAID Storage Manager |M ユーザーズガイド」を参照してく 
ださい。この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載しています。運用開始前に必ず 
お読みください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に MSM があらかじめインストールされている場合があります。この 
場合、別途通報監視についての設定などが必要な場合があります。 

「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメント 「MegaRAID Storage Manager™ ユー 
ザーズガイド」を参照し、設定してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

MSM は添付の 「EXPRESSBUILDER」 に収められている自動インストールツール「シームレ 
スセットアップ」を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始すると、ア 
プリケーシヨンを設定するダイアログボックスが表示されます。ここで 「MSM」 を選択して 
ください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で MSM をインストールする場合は 「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメント 
「MegaRAID Storage Manager™ ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Power Console Plus ( サーバ ) 


Power Console Plus は LSI 製ディスクアレイコント□—ラシステムを構築している Windows 
サーバの 監視 • 管理用のアプリケーションです。 

Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラ 
インドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console Plus があらかじめインストールされている場合が 
あります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus (サーバ）の環境設 
定」に記載の内容の設定を行ラことをお勧めします。また、リモートからの監視をする場合は 
別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください 0 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M に収められている自動インス 
トールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス!-ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイア□ク'ボックスが表 
示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセット 
アップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルしてください 0 


手動インストール（新規インストール） 

手動でインストールする場合は以下の説明を参考にしてインストールをしてください。インス 
卜ールに関する詳しい手順と操作方法については 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内にある 
オンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

Power Console Plus ( サーバ）をインストールする前に 

Power Console Plus (サーバ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI 製のディスクアレイコントローラがシステムに取り付けられていること 

• LSI 製のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• EXPRESSBUILDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□ク'オンされていること 

• Internet Explorer 5. 5以降がインストールされていること 
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Power Console Plus ( サーバ）のインストール手順 

Power Console Plus (サーバ）のインストールは添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM % 
使用します 0 Windows では EXPRESSBUILDER を DVD - R 〇 M ドライブにセット後 、 Autorun 
で表示されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]— [ ESMPR 0] -[関連ユー 
ティリテイメニューへ ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします 0 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。以 
降はダイアログボックスのメッセージに従ってインス|-ールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途 、 Power 
Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 



上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 pc を管理するコンビュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 


Power Console Plus ( サーバ）の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ+管理サーバと管理 PC の IP アドレス 
とホスト名を登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合はサーバ+管理サーバのホスト名をすでにある 
「 localhost 」 の設定と置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要 
です。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

rc :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass.valJ ( c :¥ Wimt は、 Windows の一般的な 
インス I ル先フォルタ'です）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス権 
を Administrator 権限などに変更してください。 
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Web-based Promise Array Manager 


Web-based Promise Array Manager (以下、 「 WebPAM 」 と呼ぶ)は、 N 8103-101の RAID シ 
ステムの監視 • 管理を行うアプリケーションです。 

WebPAM を使用することで、システム運用中のアレイ保守やイベント監視による通報を行ラ 
ことができます。 

WebPAM のインストールおよび操作方法については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント rWeb-based Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」を参 
照してください。この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載しています。運用開始 
前に必ずお読みください。 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に WebPAM があらかじめインス I -ールされている場合があります。 
この場合、この他に Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが必要な場合があ 
ります。 

rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M 内のオンラインドキュメント 「 Web-based Promise Array 
Manager ユーザーズガイド」の付録を参照し、設定してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

WebPAM は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インストールツール「シー 
ムレスセットアップ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイア□ク'ボックスが表 
示されます。ここで WebPAM を選択してください。 


手動インストール（新規インストール） 

手動で WebPAM をインストールする場合は rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M 内のオンライン 
ドキュメント 「 Web-based Promise Array Manage 「ユーザーズガイド」を参照してください 0 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、以下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウェア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 pc 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPR 〇 / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネットワーク上の管理 PC から 
監視•管理するには、本体にバンドルされている巳31\/^闩〇/36「ソ6「1\/13门396「をお使いくださし、 
管理 PC へのインストール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インスト レーシヨ ン 
ガイド」を参照してください。 
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DianaScope 


DianaScope は Exp 「 ess 580 〇シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです 0 
DianaScope の機能やインストール方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照し 
てください。 


ファイル (£) 編集 (£) 表示⑻お気に入り⑻ツール①ヘルプ妙 
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Item Specific Help 

System Date: 


Legacy Floppy A: 
Legacy Floppy B: 

[1.44/1.25 MB 3.5"] 
[Disabled] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 

Hard Disk Pre-Delay: 

> Primary IDE Master 

> Primary IDE Slave 

[Disabled] 

[CD-ROM] 

[None] 


> Processor Settings 

Language: 

[English (US)] 



Change Values 
Select > Sub-Mei 


Setup Defaults 
Save and Exit 




> 綠点灯 
» DC オン 


「Prepare To Boot 

|Power On Cnt Aim 

198 B 寺間 0 分 


^ 本製品において DianaScope を使用するためにはサーバライセンスが必要で 

民ェック I す。本装置には以下のサーバライセンスが添付されています。 

• UL1 1 98-00 1 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed) 

管理対象サーバを 1 台管理するためのライセンス 
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MegaRAID Storage Manager™ ( 管理 PC) 


MegaRAID Storage Manager ™ (以下 MSM と略記します)をネットワーク経由で使用する場 
合にインストールします。 

MSM のインストールおよび操作方法については、添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M 内の才 
ンラインドキュメント 「MegaRAID Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照してくだ 
さい。この説明書には運用にあたって注意すべきことも掲載しています。運用開始前に必ずお 
読みください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console Plus をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオンラ 
インドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズガイド」を参照してください 0 

以下の説明を参考にして Power Console Plus (管理 PC ) を管理 PC にインス!ルしてくだ 
さい。インストールに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にある才 
ンラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズガイド」を参照ください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• EXPRESSBUILDER を使ったシステムのアップデートが終了していること 
( Express 5800シリーズにインストールする場合） 

• Administrators グループでログオンされていること 

• Windows NT 4.0 の場合、サービスパック 6 a が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5 以降がインストールされていること 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus (管理 PC ) のインストールは5忝付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
を使用します。 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブにセット後 、 Autorun 
で表示されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]— [ ESMPRO ] -[関連ユーティ 
リテイメニュー ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします。 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 

以降はダイアログボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 



上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 pc を管理するコンビュータとしてネットワーク内に1つ定義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

すべてのサーバ+管理サーバと管理 PC の IP アドレスとホスト名を登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

サーバ+管理サーバのホスト名をすでにある riocalhostj の設定と置換してください。 






